
卒後調査アンケートまとめ
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１. 卒業後の状況
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食生活支援コース 6 5 1 3 3 2 1 1 2 3

福祉生活支援コース 1 1 1 1 1

多文化生活支援コース 2 2 2 1 1 2

幼児保育学科 40 1 39 28 12 9 1 1 1 1 4 7 28

合計 49 2 46 1 31 18 13 2 2 1 0 2 0 5 11 31 0

（％） 32.2% 4.1% 93.9% 2.0% 63.3% 36.7% 26.5% 4.1% 4.1% 2.0% 0.0% 4.1% 0.0% 10.2% 22.4% 63.3% 0.0%

※回答者内訳

学科 男性 女性 小計 比率

食生活支援コース 6 6 12%

福祉生活支援コース 1 1 2%

多文化生活支援コース 2 2 4%

幼児保育学科 2 38 40 82%

合計 3 46 49 100%

2025年6月11日

対象：令和3年3月卒業（卒後3年） アンケート送付（郵送123、留学生29）

回
答
件
数

卒業時の進路 退職経験とその回数 1度目の就職での在職期間

「退職経験あり」のうち退職の回数
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・現在の状況
福祉生活支援コース

％ ％ ％ ％ ％
1 在職 3 50.0% 1 100.0% 1 50.0% 35 87.5% 40 81.6%
2 家業･自営業
3 就職活動中
4 アルバイト 1 16.7% 1 2.0%
5 就学（職業訓練も含む）
6 家事手伝い(主婦･主夫を含む) 3 7.5% 3 6.1%
7 その他 2 33.3% 1 50.0% 2 5.0% 5 10.2%

6 100% 1 100% 2 100% 40 100% 49 100%
7.その他・・・産休、パート、ワーキングホリデー、病気療養、看護学生

・現在の勤務先(種別)
福祉生活支援コース

％ ％ ％ ％ ％
1 高齢者福祉施設 1 16.7% 1 100.0% 2 4.1%
2 医療機関 2 33.3% 2 4.1%
3 児童福祉施設 1 16.7% 6 15.0% 7 14.3%
4 障害者施設 1 2.5% 1 2.0%
5 保育所 6 15.0% 6 12.2%
6 幼稚園 2 5.0% 2 4.1%
7 認定こども園 1 16.7% 19 47.5% 20 40.8%
8 食品関連事業 1 16.7% 1 2 4.1%
9 一般企業 1 2 5.0% 3 6.1%
10 家業・自営業
11 その他 4 10.0% 4 8.2%

6 100% 1 100% 2 40 100% 49 100%
・11.その他　・・・　なし、学生、専業主婦

・現在の職種
福祉生活支援コース

％ ％ ％ ％ ％
1 栄養士 1 16.7% 1 2.0%
2 調理員(調理師を含む)
3 介護福祉士（介護職） 1 16.7% 1 100.0% 2 4.1%
4 保育士 12 30.0% 12 24.5%
5 保育教諭(認定こども園) 1 16.7% 18 45.0% 19 38.8%
6 幼稚園教諭(幼稚園) 3 7.5% 3 6.1%
7 支援員 1 2.5% 1 2.0%
8 営業・販売 1 50.0% 1 2.0%
9 事務 2 5.0% 2 4.1%
10 製造
11 その他 3 50.0% 1 50.0% 4 10.0% 8 16.3%

6 100% 1 100% 2 100% 40 100% 49 100%
・11.その他　・・・　指導員、歯科栄養士・受付・助手・接客調理、インフォメーション、学生、専業主婦など

・雇用形態
福祉生活支援コース

％ ％ ％ ％ ％
1 正規（雇用の定めなし） 4 66.7% 1 100.0% 1 50.0% 33 82.5% 39 80%
2 非正規（雇用の定めあり） 3 7.5% 3 6%
3 臨時・アルバイト・パート 2 33.3% 1 50.0% 3 6%
4 その他 4 10.0% 4 8%

6 100% 1 100% 2 100% 40 100% 49 100%
・4.その他　・・・　なし、学生、専業主婦

合計

合計

合計

食生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科 合計

合計

合計

食生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科

合計

合計

食生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科

食生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科
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２.　(1)　本学で身に付けたことは現在の仕事に生かされていますか。
（卒業時に「就職」した方のみ）

食生活支援コース 福祉生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科 合計 比率

十分生かされている 2 1 24 27 55.1% （件）

どちらかというと生かされている 2  2 14 18 36.7%

あまり生かせていない 1   2 3 6.1%

生かせていない 1  1 2.0%

合計 6 1 2 40 49 100.0%

２.　(2)　現在の仕事ではどのようなことが必要とされていますか。（複数回答）

⑪その他・・・　瞬時の判断能力。保育の専門的な知識よりも多様性の時代を生きる子どもと関わる大きな器や

　　　　　　対応力が必要だと思う。毅然とした態度。
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①幅広い知識・教養

②専門的な知識・技能

③コンピュータを使用する技能

④礼儀・マナー

⑤仕事に対する熱意

⑥周囲と協力して仕事を遂行する能力

⑦仕事への適応能力

⑧自発性・自主性

⑨責任感

⑩コミュニケーション能力

⑪その他

2024年度 2023年度
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２. (3）転職・退職経験のある方で、理由を選んでください。

回答数（件） 転職・退職理由 その他（　　）

1

2

1

4

6

4

0

1

1

1

1
家庭の事情で退職しました。（主人の転勤
に伴い、県外への転居が必要となった）

22

３．求人情報の必要性等大学への要望があれば、教えてください。

卒業学科 性別
地域生活支援学
科（食生活支援
コース）

女

幼児保育学科 女

幼児保育学科 男

是非学生の皆さんに見学だけでもとお声がけ頂けると嬉しいです。勤務時間や
業務内容など何でもお伝えします！
（メールアドレスの記載あり）

その他

合計

（メールアドレスを書いていただければ、ご相談にお答えできると思います）
要望記入欄

（メールアドレスの記載あり）

（メールアドレスの記載あり）

他の仕事に興味を持った

家業を継ぐ

結婚

出産・育児

入院・治療

家族の介護・看護

理由

仕事がきつかった

業務内容が異なっていた

仕事が合わなかった

待遇（給料等）が悪い

人間関係
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福祉生活支援コース

％ ％ ％ ％ ％
1 情報技術者（IT、IOT、AI、データサイエンス等） 1 12.5% 7 11.3% 8 10.1%
2 経営管理者（MBA等） 2 25.0% 1 25.0% 3 4.8% 6 7.6%
3 技術経営管理者（MOT等） 1 12.5% 1 20.0% 2 3.2% 4 5.1%
4 英語力を有するグローバル人材 1 25.0% 2 40.0% 9 14.5% 12 15.2%
5 知的財産等の管理者
6 環境管理者 4 6.5% 4 5.1%
7 起業家・クリエーター 1 25.0% 1 20.0% 2 3.2% 4 5.1%
8 地域組織・市民活動等を運営するコーディネーター 1 12.5% 1 20.0% 3 4.8% 5 6.3%
9 合意形成に向けたワークショップ・会議等のファシリエーター

10 長期離職から復帰を希望する栄養士 2 25.0% 3 4.8% 5 6.3%
11 長期離職から復帰を希望する介護福祉士 1 25.0% 4 6.5% 5 6.3%
12 長期離職から復帰を希望する幼稚園教諭・保育士 23 37.1% 23 29.1%
13 その他 1 12.5% 2 3.2% 3 3.8%

8 100% 4 100% 5 100% 62 100% 79 100%

福祉生活支援コース

％ ％ ％ ％ ％
1 自らの（関連する）機関・組織で行なっているので十分である 1 50.0% 8 20.0% 9 18.4%
2 出身短大や地元の短大が実施する、より高度な人材育成に期待する 3 50.0% 1 100.0% 1 50.0% 22 55.0% 27 55.1%
3 Webやオンライン講座等を活用した全国規模の講座を受講したい 1 16.7% 8 20.0% 9 18.4%
4 その他 2 33.3% 2 5.0% 4 8.2%

6 100% 1 100% 2 100% 40 100% 49 100%

①学びたい講座や内容について

②学ぶ期間や時期について

③その他何かあれば・・・

(幼保)

(幼保)

合計

3)社員・職員・一般市民向けの学び直し・生涯学習について、どのように学びたいと思われますか。（自由記述）

・特になし

５．本学の教育について望むことがあれば、教えてください。（自由記述）

・保育士経験がある人材が、学生に授業をしてほしい。
・保育園には、自由保育の園や一斉保育の園がある事を知っていれば、自分の性格に合った就職ができていたと思う。
 最先端な保育や自然の中で過ごす保育、イエナプランなど、様々な特徴がある園があるということも知って就職したかっ
た。
・保育室の環境の配置の仕方や書類の書き方の強化を、もっと授業に取り入れるべきだと思う。
・休憩が取れない事、離職率、長時間労働の現実を、学生に伝えるべきだと思う。もし、そのような園に就職してしまっ
  たら、どのような 声を上げるべきか。    以上が、就職して感じたことです。

・自分から相談に行くことが出来ない学生もいると思うので、定期的に個人面談などあればと思います。
 短大生活幸せでした。ありがとうございました。

(多文化)・実際に使える英会話、ビジネス英会話、簿記
(幼保)・人間関係について       (幼保)・乳児保育、障害について      (幼保) ・英語や外国の文化について
(幼保)・パソコンスキル、デザインスキル　   (幼保)・障害児保育

(幼保)・1週間       (幼保)・半年       (幼保)・１年    (幼保) ・外国人の子どもが在園している間

(幼保)・空いている時間に少しずつ

合計

2)上記４の１）の問いに関して、そのような人材を養成する機会・場所について、お聞きします。（一つ選択）

食生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科 合計

４．短大等が行う、卒業生や社会人向けの人材育成（学び直しによる専門性の高い人材養成）に関して、教えてくださ
い。
1)社員・職員・一般市民向けの学び直し・生涯学習による専門職業人の養成として、下記の人材の中から、どのような
人材養成が必要だと思いますか。（複数回答可）

食生活支援コース 多文化生活支援コース 幼児保育学科 合計
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